
推進連絡協議会

藤 沢 市

平成30年８月17日（金）

ふじさわサイクルプラン

第９回

本日の内容

１. 『ふじさわサイクルプラン』の概要

２. 駅周辺の走行空間づくり

３. コミュニティサイクル

４. 進行管理

５. 平成30年度の事業展開
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ふじさわサイクルプラン０．協議会の進め方

 意見交換や情報交換を行う場として活用

自転車施策の展開や課題解決に向け、様々な立場・

視点から忌憚のないご意見をいただきたい。

 所属団体への情報周知

協議会の内容について、情報を共有するため、所属

団体に周知して欲しい。

 はじめに
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（役割と位置付け）

 ふじさわサイクルプランとは（P.2）

⇒ 藤沢市の自転車施策に関する総合的な計画

 役割と位置付け（P.3）

 「藤沢市交通マスタープラン」の自転車交通に関

する分野別計画

 概ね2030年（平成42年）を見据えた自転車施策の

方向性を示したもの

 藤沢市の自転車施策を総合的に展開していくうえ

で、基本的な指針となるもの

【第１章はじめに】
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（位置付け）

ふじさわサイクルプランの位置付け（P.3）

【第１章はじめに】
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（構成）

 サイクルプランの構成（P.4～5）

第1章 はじめに

第2章 自転車利用の特性

第3章 自転車利用の現状

第4章 現状と課題の整理

第5章 基本計画

第6章 中短期で取り組む自転車施策

第7章 進行管理と定期的な見直し

計画策定の背景や目的等

自転車の利用割合、
道路NWの現状、
自転車関連事故発生状況等

現状整理と課題の抽出

将来像、4つの基本方針、
方針毎の施策等

概ね10ヶ年で取り組む施策

進行管理や推進体制等

【第１章はじめに】
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（基本方針）

 将来像と4つの基本方針（P.38）
【第５章基本計画】
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（将来像と基本方針）

 将来像と4つの基本方針（P.38）
【第５章基本計画】
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要 基本方針１『はしる』

 自転車ネットワーク路線の設定

 鉄道駅周辺の走行空間づくり
（藤沢駅、辻堂駅、湘南台駅、長後駅）

 安全で快適な走行空間の確保

整備形態イメージ 将来的な自転車ネットワーク路線（P.51）

自
転
車
専
用

通
行
帯

【第５章基本計画】
 はしる～走行空間整備～

自
転
車
道
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要 基本方針２『とめる』

 新たな駐輪スペースの確保

 既存駐輪施設の利用環境向上

 放置自転車の撤去 など

駅周辺駐輪場の新設 駅周辺放置自転車

【第５章基本計画】
 とめる～駐輪環境整備～
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要 基本方針３『つかう』

 公共交通などとの連携

・サイクルアンドバスライドの検討

・レンタサイクルの検討

 モビリティ・マネジメントの推進

※過度な自動車利用から、環境負荷の
小さい公共交通や自転車などへの利
用転換を促すソフト面の交通施策。

 情報発信の充実 など

【第５章基本計画】
 つかう～利用促進～
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要 基本方針４『まもる』

 交通安全啓発活動の拡充

 防犯意識づけ活動の実施

 交通ルール啓発活動の推進 など

啓発用チラシ（資料：警察庁HP)

【第５章基本計画】
 まもる～交通ルールの遵守～
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ふじさわサイクルプラン１．計画概要（進行管理）

 進行管理と定期的な見直し（P.80～81）

PDCAサイクルによる進捗管理イメージ 推進体制イメージ

 評価指標を設定し定期的に検証することで、施策の効
果や達成状況を確認するとともに、課題となった内容
の見直しを行っていく

 実施する施策についての情報交換・調整等を行うため、
市民、学識経験者、商業関係者、行政、関係機関など
により構成する協議会を設ける

【第７章進行管理と定期的な見直し】
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市役所･郵便局ほか
←日本精工

↑藤沢
市民病院

←湘南ﾓｰﾙﾌｨﾙ

大道小

鵠沼中 ↓藤沢市民会館

本町小

国道467がｱﾝﾀﾞｰ国道467がｱﾝﾀﾞｰ

平面交差

未整備区間

自転車NW路線(案)
自転車走行空間ｴﾘｱ
設定済自転車NW
自転車走行空間
整備済路線(暫定含む)
市営･民営(補助有)
その他駐輪施設

イトーヨ
ーカドー

藤沢駅

２．駅周辺の走行空間づくり【藤沢駅周辺】

第8回の意見
・どんな自転車でどんな利用をして欲しいのか、どういう利用は避けてほしいのか

ふじさわサイクルプラン
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第8回協議会の図



←日本精工

大道小

鵠沼中 ↓藤沢市民会館

本町小

国道467がｱﾝﾀﾞｰ国道467がｱﾝﾀﾞｰ

平面交差

未整備区間

藤沢駅

イトーヨ
ーカドー

自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ路線(案)
設定済自転車ﾈｯﾄﾜｰｸ
自転車走行空間
整備済路線(暫定含む)
市営･民営(補助有)
その他駐輪施設

市役所･郵便局ほか

←湘南ﾓｰﾙﾌｨﾙ

↑藤沢
市民病院

２．駅周辺の走行空間づくり【藤沢駅周辺】

自転車
押歩き
エリア

自転車押歩き
誘導エリア

自転車
押歩き
エリア

駅周辺自転車走行エリア

駐輪場整備エリア

駅周辺自転車走行エリア

駐輪場整備エリア

ふじさわサイクルプラン

自転車押歩き
誘導エリア

・鉄道を利用しない人（買い物、習い事等）は、徒歩、公共交通、自転車の順で来てほしい。
・鉄道を利用する人（通勤・通学者）はできるだけ徒歩や公共交通で来て欲しい。 14

イメージ図



２．駅周辺の走行空間づくり【藤沢駅周辺】 ふじさわサイクルプラン

●自転車押し歩き誘導エリア（半径約100～200ｍ）
押し歩きエリアの啓発、歩道への誘導等を行うエリア

対象エリア：駅前広場と環状道路の間
実施事業案：歩道誘導の路面標示の設置、歩車道ブロックの切り下げ、

押し歩きエリアの周知看板や路面標示の設置

●駐輪場整備エリア（半径約200ｍ～400ｍ）
駐輪場の整備を優先的に検討するするエリア

対象エリア：環状道路から徒歩400ｍ（5分）までの間
実施事業案：駐輪場の整備

●自転車走行空間エリア（半径約500ｍ）
ネットワーク路線以外でも走行空間整備を検討するエリア

対象エリア：駅に対して環状に整備された幹線道路や河川に囲まれる
実施事業案：矢羽根等による自転車走行空間の整備

●自転車押し歩きエリア（半径約100ｍ）
自転車の押し歩きを推進するエリア

対象エリア：多種多様な移動が交錯する駅前広場
実施事業案：押し歩きを促すための路面標示や看板の設置、

推進を図るための周知活動
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■レンタサイクル等の検討（第7回協議会）
検討エリア…江の島周辺の３駅を中心としたエリア
目指すもの…観光を目的とした回遊しやすい環境づくり

コミュニティサイクルの方が利便性が高い！！

本市がコミュニティサイクルを導入する際の課題

（1）運営費用 システム導入や再配置に係るコストが大きい。放置自
転車の活用も視野に検討。保険料はどうするか。

（2）用地確保 ポート密度が高いほど利用しやすいが、駅周辺にも住
宅地にも利用できる公有地が少ない。

（3）走行環境 南部地域の住宅地は狭隘な道路が多い。

３. コミュニティサイクル

事業形態

ふじさわサイクルプラン
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■レンタサイクル等の検討（現在の状況）

３. コミュニティサイクル

第7回協議会
（市が主体）

現在の状況
（民間事業者と連携）

（1）運営費用 ・費用負担が大きい ・費用負担がないケースも

（2）用地確保 ・利用できる空間が少ない ・提携会社所有地で利用可能
・公有地は貸し出し

（3）走行環境 ・狭隘な道路が多い ・狭隘な道路が多い

第7回協議会の意見
・誰のどのような利用を促したいか
→サイクルポート配置計画
・近隣市との広域連携を
→「湘南海岸サイクリングロード」
や「賑わい創出施設」等

ふじさわサイクルプラン
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■サイクルポート配置計画の検討

３. コミュニティサイクル

１.空間利用面からの移動効率

徒歩＞公共交通＞自転車＞自家用車
「交通」としてはこの順位を大切にしたい

２.配慮すべきポイント
・歩行者動線を避けた配置計画
・公共交通への影響（需要、走行）を回避
（駅前のポート設置を避ける等）

３.導入地域（案）
・交通が充実している地域 → 江ノ電や小田急沿い
・公共交通の空白地域 → 太平台
・同様な取り組みが行われている地域 → なぎさパーク
・近隣市との連携が考えられる地域 → 湘南海岸沿い

近隣市連携

近隣市連携

交通充実エリア空白地

コミュニティサイクルは、観光の回遊性や移動手段の多様
性に寄与するため、条件を精査した上で導入を進めたい。

良い 悪い

ふじさわサイクルプラン
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ふじさわサイクルプラン４. 進行管理「はしる」

先導的に取り組む路線（P.62）

 中短期で取り組む路線
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ふじさわサイクルプラン

自転車走行空間の整備予定路線（中短期）

【③】(仮)湘南台寒川線
L=840m,W=25m
未着手

【②】(仮)遠藤葛原線
W=18m
未着手

【①】石川下土棚線
自転車専用通行帯
L=370m,W=18～25m
事業中

【1】藤沢石川線
自転車専用通行帯
L=900m,W=16m
事業中

【2】中学通り線
自転車専用通行帯
L=530m,W=15m
整備済

【3】藤沢駅辻堂駅線
自転車歩行者道
L=1,500m,W=12～15m
事業中

新設道路（①～③）

道路空間の再配分（1～3）

４. 進行管理「はしる」
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ふじさわサイクルプラン

3,0003,000 3,000 3,000 1,5001,500

車道 車道 歩道歩道
自
転
車
レ
ー
ン

自
転
車
レ
ー
ン

整備事例１（中学通り線 L=約530m、W=15m）

標 準 断 面 図

整備後状況写真

４. 進行管理「はしる」

平 面 図

【自転車専用通行帯】
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ふじさわサイクルプラン

整備事例２（藤沢駅辻堂駅線 L=約142m、W=15m）

平 面 図

標 準 断 面 図

整備後状況写真

【自転車歩行者道】

約142m

15,000

4,835 500 6,000 500 3,165

４. 進行管理「はしる」
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■その他の路線

①

②
③

⑤

⑥

⑦⑧

⑨⑩

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

③土棚石川線

⑤六会駅東口通
り線

⑥中学通り線

⑧鵠沼海岸線

②善行長後線

⑨八松小学校北
通り線

⑦鵠沼奥田線

①高倉遠藤線

⑩桜花園通り線

今後の整備スケジュール（予定）

ふじさわサイクルプラン４. 進行管理「はしる」
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ふじさわサイクルプラン４. 進行管理「はしる」

■整備事例３（六会駅東口通り線 L=約360m、W=12m）

平 面 図

標 準 断 面 図

整備後状況写真

【車道混在】

約360m

24

六会日大前駅

自転車ピクトグラム 矢 羽 根



ふじさわサイクルプラン

藤沢警察署
前交差点

引地川

東町交差点

H27施工箇所
L=約210ｍ ＳＳＴ

位 置 図
H28～H29施工箇所

L=約370ｍ

□事業概要
延長 約３７０ｍ
自転車専用通行帯

平成２９年度１０月
工事完了

（参考写真）Ｈ２７年度整備区間

CL

10.00

18.50

2.506.00
歩道 歩道

6% 6%

1.25
自転車
レーン

路
肩

1.25
自転車
レーン
路
肩

0.50
3.25

0.50

車線
3.25

車線

 県道３０号（戸塚茅ヶ崎）
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４. 進行管理「はしる」



ふじさわサイクルプラン

■評価指標と進行管理

評価指標 H36.3目標 H30.3時点（H26時点）

・自転車走行空間の整備延長
（道路空間再配分・新設）

・５km整備することをめざす
0.67km

【中学通り線：0.53km】
【藤沢駅辻堂駅線：0.14km】

・鉄道駅周辺の
自転車走行空間の充実度

・藤沢駅、辻堂駅、湘南台駅、長
後駅周辺に設定した自転車走行
空間の整備

4駅共に未設定

・自転車走行環境に関する満足度 ・満足度の向上
満足＋やや満足9.9%（9.2%）
5点満点 2.19（2.16）

４. 進行管理「はしる」
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はしる（走行空間整備）

５. H30年度の事業展開「はしる」 ふじさわサイクルプラン
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【中短期で取り組む路線】
【Ａ】石川下土棚線
【Ｂ】藤沢石川線
【Ｃ】藤沢駅辻堂駅線

【その他の路線】
【Ｄ】中学通り線
【Ｅ】湘南港臨港道路（江の島大橋）

【Ａ】

【Ｂ】

【Ｃ】

【Ｄ】

【Ｅ】



石川下土棚線【Ａ】
用地買収、設計等

 中短期で取り組む路線

藤沢石川線【Ｂ】
国道１号下の
トンネル工事

藤沢駅辻堂駅線【Ｃ】
用地買収等

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 その他の路線

①

②
③

⑤

⑥

⑦⑧

⑨⑩

今後の整備スケジュール（予定）

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

③土棚石川線

⑤六会駅東口通
り線

⑥中学通り線

⑧鵠沼海岸線

②善行長後線

⑨八松小学校北
通り線

⑦鵠沼奥田線

①高倉遠藤線

⑩桜花園通り線

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 中学通り線【Ｄ】

位 置 図

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 中学通り線【Ｄ】

□事業概要
延長 約９３０ｍ
自転車専用通行帯

平 面 図

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 中学通り線【Ｄ】

計 画 断 面 図

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」

32



 中学通り線【Ｄ】

整備前状況
【県道30号（戸塚茅ヶ崎）近傍】

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 中学通り線【Ｄ】

整備前状況
【県道43号（藤沢厚木）近傍】

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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 中学通り線【Ｄ】

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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自転車専用通行帯
【帯状路面標示（３０ｃｍ幅）】

幅員1ｍ歩 道

３０ｃｍ

側溝0.5ｍ



 中学通り線【Ｄ】

自転車専用通行帯イメージ図

ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」
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ふじさわサイクルプラン５. H30年度の事業展開「はしる」

□事業概要
自転車通行空間
事業期間 平成29年度～平成31年度

標準断面図

現 況

完成時

現 況

完成時

江の島

自転車通行空間 自転車通行空間

自転車通行空間 自転車通行空間

 湘南港臨港道路（江の島大橋）【Ｅ】
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ふじさわサイクルプラン

 中短期で取り組む施策（抜粋）

４. 進行管理「とめる」

1 新たな駐輪スペースの確保

1-1 自転車交通量が多い鉄道駅周辺における新たな駐輪施設の整備

1-2 自転車交通量が多い鉄道駅周辺における開発に伴う民間駐輪施設整備の

促進

1-3 商店街の活性化を図るための民間駐輪施設整備の促進

2 既存駐輪施設の利用環境向上

2-1 既存無料駐輪施設の有料化の検討

2-2 既存駐輪施設の利便性を高める方策の検討

3 放置自転車の撤去

3-1 放置自転車の効果的な撤去の促進
38



ふじさわサイクルプラン

 中短期で取り組む施策（抜粋）

 藤沢駅北口通り線沿線における駐輪施設の新設と
近隣の既存無料駐輪施設２ヵ所の廃止（統廃合）

 長後駅西口駅前広場近隣への駐輪施設の新設と
近隣の既存無料駐輪施設２ヵ所の廃止（統廃合）

 藤沢駅南口周辺における駐輪施設の新設

 附置義務に伴う駐輪施設の整備促進 など

４. 進行管理「とめる」
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ふじさわサイクルプラン

 自転車駐車場整備箇所

長後駅西口自転車等駐車場
H27.4供用開始
自転車415台，原付35台

善行駅西口自転車等駐車場
H29.4供用開始
自転車19台，原付81台，バイク15台

藤沢駅北口第2自転車等駐車場
H27.4供用開始
自転車900台，原付200台

藤沢駅南口路上第2自転車駐車場
H28.1供用開始
自転車51台

４. 進行管理「とめる」

1 新たな駐輪スペースの確保

2 既存駐輪施設の利用環境の向上
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ふじさわサイクルプラン

 放置自転車の撤去

小田急江ノ島線・ＪＲ東海道本線・江ノ島電鉄線各駅周辺の放
置自転車等について、警告・撤去を実施

年度別藤沢市放置自転車等警告・撤去数

→放置自転車等警告数・撤去数ともに減少傾向となっており、
今後も引き続き継続していく

H26 H27 H28 H29

警告数 39,711 29,297 21,306 19,724

撤去数 9,288 7,800 6,057 5,238

４. 進行管理「とめる」
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ふじさわサイクルプラン

 市営駐輪施設の混雑情報の配信

藤沢駅周辺 辻堂駅周辺 湘南台駅周辺

４. 進行管理「とめる」

42



ふじさわサイクルプラン

■評価指標と進行管理

評価指標 H36.3目標 H30.3時点（H26時点）

・鉄道駅周辺
の駐輪環境の
充実度

・藤沢駅、辻堂駅、
湘南台駅、長後駅周
辺の駐輪環境の充実

市営有料収容台数 ：10,412台（ 8,841台）
放置自転車等警告数：15,852台（34,593台）
放置自転車等撤去数： 4,712台（ 8,694台）

・自転車駐車
場所に関する
満足度

・自転車駐車場所に
関する満足度の向上

満足+やや満足15.6%（15.2%）
5点満点 2.38（ 2.29）

藤沢駅北口第２ 長後駅西口

４. 進行管理「とめる」
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整備予定地の広域案内図

とめる（駐輪環境整備）

（仮称）湘南台駅東口路上自転車駐車場
（仮称）善行駅東口自転車等駐車場
の２箇所を整備

放置自転車等の警告・撤去を引き続き実施

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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整備予定地案内図

（仮称）湘南台駅東口路上自転車駐車場
 新たな駐輪スペースの確保［中短期施策］

５．H30年度の事業展開「とめる」 ふじさわサイクルプラン
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（仮称）湘南台駅東口路上自転車駐車場

• 整備予定

→既存東口地下駐車場の一時利用を減じ、その分の定期
利用を増やす予定

• 今年度以降のスケジュール（予定）
2018年夏 広報・ホームページ・周知案内
2018年秋冬 工事期間
2019年3月 準備期間
2019年4月 供用開始

収容台数 自転車のみ１４６台

利用形態 全て一時利用

構 造 ラック式

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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整備予定地案内図

（仮称）善行駅東口自転車等駐車場

 既存駐輪施設の利用環境の向上［中短期施策］

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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（仮称）善行駅東口自転車等駐車場

• 整備予定

収容台数

合計
216台

自転車 150台

原付 45台

自動二輪（125cc以下） 21台

利用形態 定期一時混在

構造 自転車 ゲート式・二段式ラック

原付 ゲート式・平置き

自動二輪（125cc以下） チェーン式

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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（仮称）善行駅東口自転車等駐車場

• 今年度以降のスケジュール（予定）

2018年4月 地元周知
2018年5月 現地掲示
2018年6月 広報・ホームページ
2018年8月31日 既存駐輪施設閉鎖
2018年9月1日～3月31日 代替駐輪施設供用期間
2018年秋冬 工事期間
2019年3月 準備期間
2019年4月 供用開始

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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スケジュール（予定）

平成３０年度 用地取得

平成３１年度 用地取得・詳細設計委託・既存第３閉鎖
※仮説第３は道路用地内に確保予定

平成３２年度 整備工事

平成３３年度 整備工事

平成３４年度 新設供用開始・既存無料全閉鎖

H30～H31用地取得・H32～H33整備工事・H34供用開始

H34閉鎖 H31閉鎖

 既存駐輪施設の利用環境の向上［中短期施策］

（仮称）藤沢本町駅自転車等駐車場

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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○公共空間の有効活用の検討
○民有地の確保の検討
〇小規模分散型駐輪スペース事業との連携の

検討

藤沢駅周辺の駐輪環境整備

 新たな駐輪スペースの確保［中短期施策］
放置自転車の撤去［中短期施策］

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「とめる」
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ふじさわサイクルプラン４．進行管理「つかう」

 中短期で取り組む施策（抜粋）

 サイクルアンドバスライドの検討

 モビリティ・マネジメントの推進

 既存駐輪施設の利用を促すパンフレットの作成
など

サイクルアンドバスライド

転換

※まちなかへの自動車流入を抑制し、公共交通の利用を促進する
ため、自転車でバス停に来てバスに乗り換えるシステム
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ふじさわサイクルプラン４．進行管理「つかう」

宮原南

図 位置図

写真 『矢尻バス停』付近

矢尻

 サイクルアンドバスライド駐輪場

宮原南バス停 矢尻バス停

試験運用 H26.10～ H27.6～

本 運 用 H30.4～ H30.4～

収容台数 10台 31台

事業の成果
利用者の1/3が自動車からの利用転換（アンケート）

写真 『宮原南バス停』付近
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●事業概要
平成３０年度から小学校で『藤沢市MM教育』を導入。先生が社会科や

理科、体育（保健領域）といった教育課程の授業の中にMMの要素を取り
入れる。
→将来の移動手段を『クルマ』から『公共交通』や『自転車』へ

今後、企業や地域に対してもMMを実施予定

４．進行管理「つかう」

写真 校外学習の機会を捉えて、公共交通
の利用方法を学習

写真 MMの教材を使って、公共交通網を学習

 モビリティ・マネジメント（MM）の推進

ふじさわサイクルプラン
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ふじさわサイクルプラン４．進行管理「つかう」

■評価指標と進行管理

評価指標 H36.3目標
H30.3時点

（H26時点）

・自転車の利用割合 ・現状維持
－

（13.8％）

・当初値13.8%はH20パーソントリップ調査の結果である。
・パーソントリップ調査は10年に１回しか実施されない。

55

整備形態
整備前の

自転車交通量
（ピーク時間帯）

整備後の
自転車交通量

（ピーク時間帯）

中学通り線
(H27.3月供用開始)

自転車専用通行帯
91台

（H27.2.10)
112台（+23%増）

(H29.6.6)

六会駅東口通り線
(H30.2月供用開始)

矢羽根
68台

(H30.1.11)
94台（+38%増）
(H30.7.17)

（参考）自転車走行空間整備による自転車交通量の比較



ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「つかう」

①

②
④

③

【候補地の選定】

自転車1.5km圏(15分) ＊利用が多い駅

鉄道駅600ｍ圏 徒歩10分
バス停300ｍ圏(～１本/ｈ) 徒歩５分

バス停300ｍ圏(１本/ｈ～) 徒歩５分

公共交通サービス圏域（凡例）

人口1,500人以上人口2,500人以上

人口分布（凡例、500mメッシュ）

人口 500人以上 人口 100人以上

人口 0人以上

圏域外で人口
分布1,500人以
上を含む地域

 駅近の④を除く①～③のエリアに
あるバス停をサイクルアンドバス
ライド施設の整備検討箇所（候補
地）に選定【２１箇所】

 人口が少なくても公共交通サービ
ス圏域を含む地域で、地元要望や
他施策と関連する箇所などは候補
地となり得る【＋α箇所】

■サイクルアンドバスライド駐輪場
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ふじさわサイクルプラン

■サイクルアンドバスライド駐輪場

【整備の条件】

①維持管理体制が確保できていること。
（地域住民団体、バス事業者との調整含む）

②駅周辺の駐輪場有料化との整合が図られていること。

公共施設用地のリストアップ

サイクルアンドバスライド駐輪場として利用可能

整備をする優先順位の作成

５．H30年度の事業展開「つかう」

今年度のスケジュール
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■サイクルアンドバスライド施設の整備

□事業概要
約２０台分の整備を予定
利用状況を検証

湘南ライフタウン
交通広場

設置予定箇所

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「つかう」
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ふじさわサイクルプラン４．進行管理「まもる」

 中短期で取り組む施策（抜粋）

 車道左側通行など自転車利用ルールの徹底

 交通安全教育の推進

 防犯意識づけ活動の実施

 幼児二人同乗用自転車の

利用の啓発 など
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ふじさわサイクルプラン

 交通安全啓発活動の拡充

・広報誌、HP、自治会町内会回覧による自転車利用のルールの周知

・四季の交通安全運動街頭キャンペーンの実施

・自転車損害賠償保険の周知

・自転車マナーアップ運動の実施

・自転車街頭点検の実施

・交通安全ビデオ・DVDの貸し出し

・ふじさわ交通安全フェスタ

・中学生へのチラシ配布

４．進行管理「まもる」
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ふじさわサイクルプラン

■ 防犯への意識づけ活動

・自転車の防犯登録、ツーロック施錠について広報ふじさわへ掲載

・防犯街頭キャンペーンで自転車盗難防止用ワイヤーロックやチラ

シを配布

・交通事故防止運動街頭キャンペーンチラシに掲載

■ 自転車環境づくりにあわせた意識の啓発

・自転車専用通行帯（自転車レーン）、矢羽根の供用開始にあわせ

て、チラシの配布、広報掲載

４．進行管理「まもる」
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ふじさわサイクルプラン

■ 社会情勢に伴う交通ルール意識への啓発

・学校や地域、高齢者に対する交通安全教育の推進

・駅、児童館、地域子どもの家にポスター掲示

■ 幼児二人同乗基準に適合した自転車利用の啓発

・「幼児二人同乗用自転車購入費補助制度」交付決定者にチラシの

郵送

４.進行管理「まもる」
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ふじさわサイクルプラン

■評価指標と進捗状況

評価指標 H36.3目標 現時点
（当 初）

・自転車の交通事故件数 ・200件 H29年 418件
（H24年 478件）

・交通安全教室の受講者数 ・受講者数の前年比５％増 H29年度 20,808人
（H24年度19,912人）

４．進行管理「まもる」
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ふじさわサイクルプラン

 過去５年間の自転車事故の推移

0

100

200

300

400

500

25年 26年 27年 28年 29年

発生件数

負傷者数

２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年

発 生 件 数 466 381 365 300 418

死 者 数 1 2 0 4 1

負 傷 者 数 468 376 362 293 417

全事故に占める割合 25.9% 25.1% 25.3% 23.2% 29.1%

（全事故発生件数） 1,797 1,518 1,443 1,293 1,435

４．進行管理「まもる」
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ふじさわサイクルプラン

 過去５年間の交通安全教室の受講者数の推移

２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

回 数 183 193 209 203 214

人 数 20,383 20,736 21,180 20,598 20,808

４．進行管理「まもる」
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1.交通安全啓発活動の拡充
• 四季の交通安全運動街頭
キャンペーンの実施

（市内１３箇所）

• 自転車マナーアップ運動
（毎月５日・２２日）の実施

• 自転車街頭点検の実施
（自転車マナーアップ強化月間の５月に９箇所）

• 小・中学生交通安全ポスター展
• 交通安全ビデオ・DVDの貸出

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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1.交通安全啓発活動の拡充
• 広報ふじさわ掲載
• ホームページ掲載
• 自治会・町内会回覧
• はぜの木広場でのＤＶＤ上映（交通安全運動期
間中）

• 総合防災訓練や新庁舎内覧会などでブース出展
• イトーヨーカ堂、ザ・プライス、ヨークマート
のスーパーのレシートへの印刷や店内へのポス
ター掲示など交通安全運動期間周知の協力を依
頼。等

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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1.交通安全啓発活動の拡充
• ２０１９年（平成３１年）
• ２月１０日(日）（予備日 ３月１０日(日） ）
ミスターマックス湘南藤沢店 駐車場

「ふじさわ交通安全フェスタ」開催

スタントマンによる

交通事故再現

（スケアード・

ストレート）

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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1.交通安全啓発活動の拡充
• 市立中学生への
チラシ配付

（夏休み前）

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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• 交通安全シミュレーターを搭載した交通安全教
育車「ゆとり号」による体験イベント
（１）７月３１日（火）午後１時～３時

ミスターマックス湘南藤沢店

（２）８月２８日（火）午後２時～４時

イトーヨーカドー湘南台店

1.交通安全啓発活動の拡充

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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2.防犯への意識づけ活動

• 自転車の防犯登録・ツ－ロック施錠について年
末に広報ふじさわへ掲載予定

• １０月末に
藤沢駅・辻堂駅・

湘南台駅で実施予定の

防犯街頭キャンペーンで

自転車盗難注意チラシと

ワイヤーロック配布予定

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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3.自転車環境づくりにあわせた意識の
啓発

• 随時実施
（回覧やキャンペーン等）

ふじさわサイクルプラン５．H30年度の事業展開「まもる」
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4.社会情勢に伴う交通ルール意識への
啓発
• ポスター掲示

• チラシ設置

• 交通安全教室
の実施

（年間約200回）
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5.幼児二人同乗基準に適合した自転車
利用の啓発
• 「幼児二人同乗用自転車
購入費補助制度」交付決定者

にチラシの郵送
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